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第57巻第 1号

伊藤隆司教授・小澤亘教授退職記念号
退職記念
伊藤隆司先生・小澤亘先生の定年ご退職にあたって

櫻井　純理 	 	1

退職記念最終講義「国語教育と平和教育の接点」

伊藤　隆司 	 	3

伊藤　隆司教授　略歴と業績 	 11

外国にルーツを持つ児童生徒の学習権をいかに保障するか

─立命館大学DAISY研究会（Rits-DAISY）の挑戦─

小澤　亘 	 15

小澤　亘教授　略歴と業績 	 37

国境を超えた子どもたちが創る多文化社会

─コリア国際学園における実践から─

金　正泰 	 43

読みに困難を抱える大学生に対するアクセシブルなデジタル書籍の必要性に関する研究

─マルチメディアDAISY図書活用の事例を通して─

楠　敬太 	 61

論　　文
主体的学び態度尺度の作成

竹内　謙彰 	 79

ASEANにおける障害児教育・福祉とインクルーシブ社会構築に関わる動向と課題

─ベトナムとカンボジアの事例を通じて─

黒田　学，間々田　和彦 	 93

NHK連続テレビ小説における「1945年 8 月15日」の記憶（下）

増田　幸子 	 113

高度成長期の鋳物産業（下）

永島　昂 	 131

手話通訳と手話通訳者の機能と在り方に関する一考察

西田　朗子 	 145

自治体における外国にルーツをもつ障害児と親への支援状況と課題（上）

菱田　博之 	 165
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研究ノート
「主介護者がヘルパー」である高齢者に対するヘルパーの支援の意義と課題

─関東甲信地方における介護給付費用の推計を用いた検討─

石川　由美 	 183

第57巻第 2号
論　　文
横浜船渠における1929年の合理的賃銀制度に関する一考察

吉田　誠 	 1

社会調査という関係と感情経験：ラポール・感情ワーク・実践

崎山　治男 	 17

施設コンフリクト問題を通じた地域社会の質的変化に関する研究

─京都府北部・旧野田川町における障害者施設「夢織りの郷」設立をめぐる住民運動に着目して─

一井　崇 	 31

スペインの民間非営利組織プロジェクト・オンブレの取り組み

─組織の共同体が持つ理念と体制に着目して─

井上　智恵 	 51

自治体における外国にルーツをもつ障害児と親への支援状況と課題（下）

菱田　博之 	 71

研究ノート
Die	Probleme	der	japanischen	Regierung	in	Bezug	auf	Tokio	2020/21:

Prinzipienlosigkeit,	Gedankenlosigkeit	und	Verantwortungslosigkeit

有賀　郁敏 	 83

2020年度　学部共同研究会一覧 	 99
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学会員（教員）研究動向　〔2020.4～2021.3〕	 104

第57巻第 3号
論　　文
東京パラリンピックと新自由主義の奇妙なシンクロ

─個体的能力観から「能力の共同性」へ─

有賀　郁敏 	 1

国政選挙とスポーツ政策

─日独比較─

有賀　郁敏 	 21

録音された「声」が生み出す「越境」のコミュニケーション

─出稼ぎ先と地域を結ぶ岩手県紫波町有線放送「声の便り」分析から─

坂田　謙司 	 43
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朝鮮時代後期の冊架図の成立と正祖の絵画観（その一）

盧　載玉，梁　貞模 	 63

ライトノベルにおける発話表現と人物像をめぐる幻想

─「こと」，「ことよ」，「て？」，「てよ」─

下條　正純 	 83

若者における「新しい生活様式」の測定とその規定因の検討

加藤　潤三 	 97

研究ノート
“京北プロジェクト”からソーシャルデザインへ

─縮小社会における社会学的ソーシャルデザインの実践へ向けて─

景井　充 	 109

NPOの組織基盤強化

─ NPO砂浜美術館（高知県黒潮町）の財源の変遷から─

秋葉　武，村上健太郎，山本あやみ 	 123

学位論文要旨および審査要旨 	 135

足立　弦也「	日本社会における「ひきこもり」の承認論的考察	

─孤立と関わりのプロセスにおける承認の意義─」

手島　　洋「	認知症とともに生きるまちづくりとその推進力に関する研究	

─認知症の当事者運動と住民活動の組織化の視点から─」

宮下　祥子「日高六郎の戦後啓蒙─学校教育への関わりとその思想を手がかりに─」

第57巻第 4号
論　　文
現代「棄民」研究

─（1）江戸三大飢饉と新自由主義的「選択と集中」─

景井　充 	 1

アメリカにおける反苦汗運動の発展と最低賃金法の成立：

イギリスとの比較において

大野　威 	 21

植民地朝鮮における飛行機表象と朝鮮総督府の航空政策（上）

権　学俊 	 37

文学作品におけるアスペクト助詞「了」について

──ノーベル文学賞受賞作家莫言の《豊乳肥臀》を中心に──

文　楚雄 	 55

コンテンツの消費側としての「ファン」への視点とその系譜

─参加型文化の解釈のための視点─

板倉　享平 	 71
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戦後のフランス放送メディアの歴史社会学的分析

——ジャーナリスティックな界の構造変化——

松村　菜摘子 	 85

放課後等デイサービスの発達支援に関する論点と課題

─小学校に在籍する発達障害のある子どもの発達支援に着目した検討─

伊井　勇 	 103

研究ノート
東京2020オリンピック開会式の中継放送における語り

─日本・中国・韓国を中心に─

増田　幸子，張　惠英 	 123

出前の社会教育訪問学級のはじまりと障害者の生涯学習

─東京都中野区および日野市の社会教育訪問学級を事例に─

清水　貞夫，黒田　学 	 141

気候変動をめぐる京都の環境NPO・NGO

─認定NPO法人きょうとグリーンファンドの事例から─

秋葉　武 	 153

厦門の魯迅と「尊孔」校長林文慶（上）

住家　正芳 	 165
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